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１　学校運営の中期目標

２　中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

３　本年度の自己評価結果の総括
大阪市立榎本幼稚園　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）
大阪市立榎本幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【安全・安心な教育の推進】
学校の年度目標
〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、防災・安全教育に積極的に取り組んでいると思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）
	Ａ


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向１　安全・安心な教育環境の実現】
安全・防災に対する意識が高まるような指導を工夫する。
	Ａ

	指標
・幼児の安全意識が高まるように学校安全計画に沿って安全指導を実施し、年３回以上、指導内容を保護者に伝える機会をつくる。
・非常変災時に備えた避難訓練や交通安全指導の年間計画を立て、実施する。
・毎日、園内の安全点検を行い、月１回、園舎内外の環境点検を行う。

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	【年度目標について】
　　２月保護者アンケート調査で、「幼稚園は、防災・安全教育に積極的に取り組んでいると思いますか」の項目に肯定的な回答をした保護者の割合は、１００％であった。

【取組内容について】
 eq \o\ac(○,1)・学校安全計画に沿って安全指導を幼児に毎月実施し、年３回以上、指導内容を保護者に伝えた。４月は遊具や用具の使い方を、新入園児には特に丁寧に知らせた。実際に滑り台を滑ってみて、安全な遊び方や使い方に自分たちで気付くことができるようにした。スケーターや自転車は、貸し借りがスムーズにできるようルールを決めたり、同じ方向で走る約束をしたりしながら取り組んだ。また、乗り慣れてくるとスピードについても意識できるように投げかけた。教師も一緒に取り組む中で、片付け方もその都度知らせた。幼児の実態に即して知らせることで安全に対する意識が高まった。園庭開放時にも幼児の活動を見守るなどして、保護者に安全な遊び方を意識して見守ってもらうことにつなげた。５月は、園外での交通ルールや安全な歩き方の約束を確認した。園外保育では異年齢でペアになって活動し、５歳児がリードしたり誘導したりする中で安全に行動することにつなげた。６月は、プールでのきまりや約束、安全な遊び方について教師が実演して見せたり視覚物を使ったりして指導した。プールで活動する中で約束を意識し、定着することができた。保護者には、視覚物を使った指導内容を降園時に見ていただき伝える機会をもった。その後のプール参観では、幼児の活動する様子とともに意識して参観してもらえた。７月は、夏季休業中にも生活リズムを整えて楽しく安全に過ごせるように、「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さを知らせた。指導の様子を保護者に見ていただくことで、家庭でも意識してもらえた。９月は暑さが続く中、熱中症予防について養護教諭が園の実態に合わせてマニュアルを作成し教職員間で共通理解し、子どもたちが安全・安心な環境で活動できるよう取り組んだ。保護者にも熱中症予防の内容を啓発し、家庭でも意識してもらった。体を伸び伸び動かす活動が増えた時には、様々な運動遊具や用具の安全な遊び方や使い方を一緒に考えたり知らせたりした。園庭を広く安全に使えるように教師も一緒に取り組む中で主体的に準備をしたり片付けをしたり遊具や用具を大事に扱ったりする意識をもつようになった。１０月は園外に出掛ける機会を通して電車の乗り降りや車内での約束や交通ルールを再確認した。５歳児がリードしながら４歳児も安全に行動する意識をもった。１１月はいろいろな製作活動を進める中ではさみ等の製作道具の使い方や片付け方を繰り返し知らせることで安全に扱ったり整理したりする姿が見られた。１２月は上靴の役割について、安全面から幼児と一緒に考える機会をもった。危険な時に足を守ってくれていることや、上靴のかかとを踏まないで履くことの大切さについて意識できた。保護者にも指導内容を伝え共有した。１月は園庭での活動前にマラソンや体操を取り入れ、体をほぐしてから活動することで、安全で活発に体を動かすことにつながった。２月は幼児の実態から廊下の通行の仕方について幼児と話し合う機会をもった。自分の身の周りの危険に気付き「廊下は歩く」「ポスターを貼ったら分かりやすい」など、伝え合ったり安全に行動したりする姿が見られるようになった。保護者にも指導内容を伝えた。年間を通して幼児の実態に即して安全指導を進めることで自分の身の周りの安全に気付き行動する意識が高まった。
・避難訓練や交通安全指導の年間計画をそれぞれ立てて、計画通りに実施できた。２月末までに避難訓練を１１回、交通安全指導を９回実施した。１学期の間に地震・火災・不審者対応それぞれの避難の仕方や方法を教職員で共通理解でき、教職員間で連携をとることにつながった。また、避難訓練が終わった後、すぐに振り返って反省をし、次に備えるようにし、非常変災時の避難について意識を高めることにつながった。２学期以降は、より具体的な想定をして非常時に向けた取組を進めた。１１月の不審者対応訓練、１２月の火災時の避難訓練では幼児に避難の内容や時間帯を予告せず実施した。緊張感をもって避難するとともに指示をよく聞くことや近くにいる教師のそばに集まる大切さを確認することができた。１月は大地震・津波の避難訓練を小学校と打ち合わせし合同で実施した。２次避難で小学校の校庭に避難したのち津波を想定して３次避難で校舎３階まで避難した。小学生の迅速な避難の様子に緊迫した雰囲気を感じることで、より実際の災害時の避難に近い経験をすることができた。小学生と共に避難するにあたって、より迅速に避難するために教職員間で声に出し、知らせ合う大切さを学んだ。２月は満３歳児未就園児活動「ちゅーりっぷクラブ」も参加し、幼児と教職員に日時を知らせず、実際の火災時の避難を想定して行った。事後の反省が大切であり、次回に生かしていくことを教職員間で学んだ。預かり保育の避難訓練も実施した。年間を通して計画的に進め、より具体的な想定の元、教職員が声をかけ合い、連携しながら実施することで幼児の安全意識や教職員の災害対策への意識が高まった。交通安全指導においては、幼児と保護者に向けて、毎月、歩こうデーを実施した。９月には交通安全活動を積極的に続け交通事故防止に尽くしたことで大阪府警察本部から表彰を受けた。１１月は道路標識についてパワーポイントを活用し、〇×クイズ形式でわかりやすく伝えた。１２月は道路の安全な歩き方を教師が実践しながら再確認した。１月は寒い中での安全な歩き方を幼児の実態を教師が実践して見せながら「ポケットから手を出す」「背筋を伸ばす」など具体的に知らせた。２月は横断歩道の歩き方や寒い中での歩き方を改めて確認した。視覚教材を活用して幼児に問いかけながら指導を行った。幼児の実態に合わせ、指
導を工夫し積み重ねたことで幼児・保護者ともに道路の安全確認や安全な歩き方など　の交通ルールを意識し、身に付けることができた。
・毎日の安全点検と園舎内外の環境点検を月１回に加え、施設点検を３か月、半年、１年毎に実施した。また、プール活動時にはプールの注水・止水などのチェックシートを利用して、複数で確実に点検できるようにした。毎日の安全点検、園舎内外の環境点検を行うことで、雨漏りや電気機器などの不備にもより早く気付き、安全に過ごせる環境を整えることができた。また、園外保育候補地を新たに選ぶ時は、全員で現地に行き確認するなどした。園外の環境を存分に活用し、安全で充実した保育活動につながった。園舎内外の環境点検を計画的に実施することで、教職員が安全を意識し、幼児への指導に生かすことができ、幼児の安全に行動する意識が高まった。

	次年度への改善点

	・避難訓練は、より実態に即して進めていく。また、早い時期に実施し、施設確認や教職員連携をしていく。

　・交通安全指導は年間計画を見直して回数を絞り、安全に取組を進めるためのより効果的な方法を検討する。
　・今年度の振り返りを生かし、チェックリストを再作成する。




	年度目標
	達成状況

	【未来を切り拓く学力・体力の向上】
学校の年度目標
〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活で身近な環境に関わって心を動かし、主体的に生活を楽しんでいると思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活や保健指導を通して、基本的な生活習慣が身に付いてきたと思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
	Ａ



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗
状況

	取組内容①【基本的な方向３　幼児教育の推進と質の向上】
　就学前教育カリキュラムを活用し、教員の資質向上を図る。
	Ａ

	指標
・実践記録の検討会や園内研究保育を全教員で行う。
・学期に１回以上、各教員が研究会や研修会に参加する。
・年３回以上、近隣校園所との連携を実施し、互いの教育内容について学ぶ機会をもつ。
・幼児の実態に合わせ、興味・関心に沿った教材研究をする。
	

	取組内容②【基本的な方向４　誰一人取り残さない学力の向上】
幼児が主体的に活動するための保育環境や保育内容を工夫する。
	Ａ

	指標
　・飼育年間計画を立て、週１回、生き物との関わりを通して伸び伸びと表現活動を楽しむための環境の見直しを行う。
　・月２回以上、いろいろな人とのふれあいを楽しめるように、交流や活動の機会
をつくる。

	

	取組内容③【基本的な方向５　健やかな体の育成】
幼児の規則正しい生活習慣が身に付くよう、発達段階に応じた指導を実施する。
	Ａ

	指標
・月１回以上、幼児の実態に即した保健指導を行う。
　・月１回以上、幼児の実態や指導内容を、パワーポイントやドキュメントなどを用いて保護者に啓発する。


	

	

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	【年度目標について】

２月保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活で身近な環境に関わって心を動かし、主体的に生活を楽しんでいると思いますか」の項目に肯定的な回答をした保護者の割合は、１００％であった。
【取組内容について】

 eq \o\ac(○,1)・実践記録の検討会を６回、園内研究保育を６回、指導要請を１回実施し、全教員で計画的に実施できた。園内研究保育では、各教員がねらいをもって保育案を立て、養護教諭も含めた全教員で保育を見合い、意見を出し合った。研究協議用シートを活用することで、保育を見る視点や協議する内容を明確にすることができ、互いに学び合う機会となった。６月には園内研究保育を行い、大阪市総合教育センター教育指導員の方に指導していただいた。研究主題についての理解を深めたり、自園での研究の進め方や保育内容について全教員で共通理解を図ったりすることができた。また、１２月の園内研究保育の際も指導に来てくださり、幼児がかいたり、つくったりする活動に意欲的に取り組めるような教師の教育的意図をもった働きかけや環境構成についてご指導いただき、幼児が自分の思いを出して存分に活動できるような環境や、そのための教材研究の大切さを学んだ。
　・全教員が学期に１回以上学びの場に参加することができた。保育力向上に関する研修としては、研究会部会に５回、人権教育研修会に５回、研究会専門委員研修、就学前教育カリキュラム研修会、第７６回全国造形教育研究会滋賀大会、近畿国公立幼稚園・こども園特別事業、絵本読み聞かせ研修・講演会、大阪市教育フォーラム、他市の造形展、造形表現研修会等に参加した。研修会で学んだことを他の教職員へ周知し、自園の保育の中で実践したり、知・徳・体バランスの良い働きかけや就学前教育カリキュラムの活用について改めて考える機会となったりし、教職員がそれぞれの経験やスキルに合わせて資質向上できた。専門研修としては、特別支援教育の自主研修会に１回、医療的ケアを要する幼児が通っている療育施設への訪問を３回、施設からの訪問を４回、養護教諭は自主研修に９回参加した。配慮が必要な幼児の成長を支えるための具体的な支援方法を身につけたり、医療的ケアを要する幼児にとってより良い保育環境について検討したり、感染症に関することや医療的ケアの方法や必要性、命の大切さ、専門的な知識を深めたりすることができた。また、キャリア研修として、主任研修や園長研修に参加し、経験年数や役職に合った研修の中で園運営等について学び、自園の保育や運営に活かしてきた。
　・年８回、近隣校園所と連携し、互いの教育内容について学ぶ機会をもった。５月に園内研究保育を実施した際には、榎本小学校の教員４名が参加してくださり、７月には２回近隣保育園との交流を行った。また、榎本小学校内の“えのもとの森”で行われた栽培研修に参加し、どのように“えのもとの森”の自然を利用していきたいか、何ができるか等を小学校教員と共に話し合う場となった。小学校教員が質問や意見を交わしている姿から、自主的に学ぶ姿勢を意識することができた。園内研究保育では、自園で活用している研究協議シートに気付いた点を記入していただくことで、小学校教員目線での意見を知ることができ、幼稚園での学びが小学校へどのようにつながっていくのかを考える機会となった。近隣保育園との交流では、水や泥の感触を存分に味わったり、初めて会った友達と関わりながら一緒に遊んだりする姿が見られた。幼稚園の環境を生かしながら季節や発達に合った場を整えるため、事前に保育園の教員と打ち合わせを行い、互いの教育内容について意見交換したことが当日の保育に生かされた。１２月には、園児たちが保育園へ訪問し、一緒に体を動かして遊んだり、初めて触れる遊具の使い方を教えてもらったりした。事前に計画案のやり取りを通して打ち合わせを行ったり、教職員にとっても初めて見る遊具があったりしたことで、教育内容について学ぶことにつながった。また、１１月には汎愛高校を訪問し、体育館や図書室で活動し、１２月には高校の図書部の生徒が幼稚園に来て、一緒に遊んだり絵本の読み聞かせをしてくれたりした。さらに１月には汎愛高校の３年生が食育に関する教材を持参し、様々な遊びを通して楽しく交流しながら食育について知らせてくれた。２月には４校園の繋がりを生かして、榎本小学校と音楽会リハーサル見学、授業参観。今津小学校と５歳児と1年生の交流、今津中学校と吹奏楽部の演奏参観を行った。どの交流の際にも、下見に行ったり、教員同士で内容について打ち合わせをするなど、細やかなやり取りを心掛けたりしたことで、互いの教育内容について学ぶ機会となった。
　・幼児の興味・関心に沿った教材研究を、継続して行うことができた。研究会の研究保育に参加した際に保育環境や内容から刺激を受け、自園の保育に生かすためにはどうすればよいかを考え、実際に園庭での絵の具遊びに活用する絵の具ボードや、水遊び用のトンネルなどを、教員が協力し試行錯誤しながらつくった。その結果、幼児が絵の具ボードを使って友達と一緒に洋服をかいて遊んだり、トンネルの外から水をかけ、中から見た際に光が当たっている様子を楽しんだりし、存分に楽しむ姿が見られた。また、誕生会の歌やふれあい遊び、夏祭りでする盆踊りの曲や運動会の歌と体操、生活発表会の歌など、担当の教員だけでなく、全教員で意見を出し合って決めることで、様々な歌や曲、体操を知ることができた。保育後の時間を活用し、その日の保育の改善点や子どもの姿について教員間で繰り返し話し合うことで幼児理解を深め、教材研究を進めていくことができた。行事の中でも、夏祭りや誕生会、運動会、こども展覧会、生活発表会に関することを子どもたちと一緒に考えながら、教員は、子どもの思いを実現するために必要な素材や環境を整え、進めた。日々の保育で、特に初めての表現や技法に取り組む際には、事前に教員が試作をすることで、その素材や道具の特性を知った上で子どもたちに知らせたり一緒に活動したりすることができ、資質向上につながった。
②・年度当初に園の実態に合わせて飼育年間計画を立て、週１回環境の見直しを行った。４月は、飼育動物の様子を見たり触れたりしやすいようにウサギは保育室の入り口や園庭のウサギ小屋で飼育するようにした。興味・関心をもち自分から関わったり名前を呼んだり餌をやったりして親しむ姿につながった。５月はダンゴムシやチョウ、オタマジャクシなども見やすい場所や飼育しやすい場所に置くことでダンゴムシの動きや生活、アオムシの成長や変化の様子に気付いたり親しみをもったりと友達と共有しながら遊びを広げていくことにつながった。体操やダンスなどの表現遊びや土の中や葉っぱの下で生活する様子をかいたりつくったりして伸び伸びと表現する姿につながった。６・７月は、“えのもとの森”の池でザリガニを発見し、ザリガニ釣りをして飼育するなど、生き物と存分にふれ合った。４歳児は、その感動体験を身体表現したりダイナミックに絵画表現したりした。５歳児はザリガニとオタマジャクシのごっこ遊びや絵画製作やダンスなど、様々な表現遊びにつながった。生き物の不思議さ面白さに気付く機会となり、生き物に親しみや生命を大切にしようとする気持ち育むことにもつながった。また、図鑑で調べたり成長の変化と見比べたりして科学的な見方にもつながった。９月は、園内で虫探しをしたり捕まえたりする楽しさを味わった。その活動や経験が、４歳児は運動会の演技へと展開し、伸び伸びと表現したり体を動かしたり、製作活動したりすることにつながった。５歳児は、より生き物への関心が深まるとともに捕まえた虫の小さな生命に寄り添い、生命を大切にしたり思いやったりする気持ちを育むことにつながった。また、園外保育の経験から海の生き物への興味関心が広がった。イルカやオルカのダイナミックさや様々な海の生き物の美しさや面白さに触れ、４・５歳児でイメージを共有し、絵画・製作活動や身体表現などの遊びを展開することができた。さらに幼児の思いや表現活動を生かしながら手具や遊具などを教師が工夫し、１０月の運動会の４・５歳児の共通の演技となり、一体感や充実感を味わうことができた。１１・１２月は冬野菜の栽培や芋掘りをする中で青虫を捕まえたり飼育ケースで飼ったりした。動きの面白さや継続して育てて羽化させる感動体験を友達と思いを伝え合い共有し言葉で表現する姿につながった。３学期は隣接するえのもとの森の池にザリガニの様子を見に行き「潜ってるね」「じっとしてるね」と季節と共に変化する生き物の生活に興味・関心をもった。５歳児は、今までに触れたいろいろな生き物の冬ごもりの様子に関心が広がり、図鑑や絵本から生き物たちの冬の生活を調べたり想像したりして、透明シートに絵をかいてОＨＰで映したり今まで出会った虫たちの話を絵本にしたりと、幼児なりに表現し発表し合う活動にもつながり刺激を受け合った。４歳児は飼育しているウサギに親しみの気持ちをもち、餌をやったり掃除をしたりするようになった。継続して飼育することで命の大切さや世話をする喜び、思いやりの気持ちを育むことになり、言葉や絵で表現したり、素材を使ってダイナミックに製作したりする姿が見られた。
・月２回以上、いろいろな人とのふれあいを楽しめるように、交流や活動の機会をつくった。今年度より未就園児活動「ふれあい仲良しデー」を毎週月曜日に定期的に実施した。４月は園庭の草花を生かした遊び、固定遊具や砂場、巧技台で活動した。５月は虫探しやウサギの世話やトランポリンやスケーターなどで活動した。６月は色水遊びや水鉄砲やスーパーボールすくいなどを準備した。７月には園庭で様々な水遊びが楽しめるウォターパークを用意した。９・１０月は園内の運動会の取組を一緒に楽しめるようにかけっこや玉入れ、ミニバルーンの活動を取り入れた。１１・１２月はいろいろな運動遊具を組み合わせた活動をした。１・２月には生活発表会の歌や合奏、劇遊びを見てもらうミニ発表会を実施した。月毎にダンスや体操を変え、継続して取り組むことで体を動かすことを一緒に楽しんだりふれあったりする機会をもつことができた。また、季節や幼児の興味・関心や保育内容を生かした活動を進めてきた。保育室も開放することで雨天や暑さ寒さにも対応し、室内で園児の歌を聞いてもらったり、一緒にふれあい遊びを楽しんだりすることができた。寒い時期には園庭でマラソンや体操を一緒に楽しむ機会がもてるよう活動の流れを工夫した。幼児が未就園児の名前を呼んで誘いかけたり保護者も一緒になって体操をしたりとより親しみをもってふれあう姿が見られた。実態や状況に合わせて対応しながら保育内容を生かした主体的な活動やいろいろな人とふれあう機会をもつことができた。満３歳児未就園児活動「ちゅーりっぷクラブ」とも積極的に交流する機会をもてるように教職員同士が連携し活動時間を合わせたり保育内容を共有したりした。誕生会やこども展覧会、お餅つき、お楽しみ会など園内の行事にも参加できるよう計画を立てた。未就園児とのふれあいを通して、いろいろな人と交流し一緒に活動する中で自然と声をかけたり、誘いかけたり、一緒に遊んだりして親しみが深まると共に気持ちを寄せてくれていることに喜びを感じ、身近な存在となった。頼られたり、「また一緒に遊ぼう」と言われたりする中で、年上の自覚をもつことにもつながった。
【年度目標について】

２月保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活や保健指導を通して、基本的な生活習慣が身に付いてきたと思いますか」の項目に肯定的な回答をした保護者の割合は、１００％であった。
【取組内容について】

③・年度当初に就学前カリキュラムを参考に年間計画を立て、月１回以上、幼児の実態に即した保健指導を行った。養護教諭が行った指導内容は以下の通りである。
４月－手洗い・うがい　　　　　５月－トイレの使い方
６月－プール遊び・暑さ指数　　７月－熱中症
８月－早寝・早起き・朝ごはん　９月－歯と口の健康について
１０月－三色食品群　　　　　　１１・１２月－生命の安全教育
１月－風邪の予防　　　　　　　２月－姿勢について

毎年、暑くなる日が早まっていることから、例年より早い６月に暑さ指数の指導を行った。暑さ指数の指標を分かりやすく説明するため、指標の色に顔をつけ、“あーくん”と呼びながら指導を行った。子どもたちは、“あーくん”や“暑さ指数”と様々な呼び方をし、暑さ指数に関心をもつ様子が見られた。養護教諭以外からも、幼児と保護者向けに、外部講師（歯科衛生士）による歯磨き指導や、担任や他の教員による生活リズムの指導などを実施することができた。２学期、養護教諭からも歯科指導を行った。子どもたちが興味をもてるように、導入では動物の歯のクイズをし、歯を磨かなかったり磨き残しがあったりするとむし歯になることを知らせた。三色食品群の指導では、指導前に幼児の弁当の具材を確認し、実態調査を行った。緑の食品が少なく、苦手に感じている幼児が多くいることが分かった。指導の中で、子どもたちが参加できるように食品を１枚ずつ配り、自分が持っている食品が何色の仲間かを考え、思った色の画用紙に貼りに来る活動を取り入れた。赤・黄・緑の仲間に、それぞれどのような栄養と食品があるのかを子どもたちと一緒に確認し、三色バランスよく食べることの大切さを伝えた。生命の安全教育では、自分のことや相手のことも大切にしようとする気持ちがもてるよう体の名称の視覚物を使用したり、絵本を用いたりして「プライベートパーツについて」知らせた。また、「ふわふわことば・ちくちくことば」の話をした。風邪の予防では、手洗い実験をすることで丁寧に手を洗えているか目で見て知ることができ、指導後も丁寧に手洗いをする意識が高まった。姿勢について、正しい姿勢になる合言葉「グー（机とお腹の間を空ける）ピタ（床に足をつける）ピン（背筋を伸ばす）」を知らせることで、幼児自身が合言葉を言いながら実践している姿が見られた。自園の幼児の発達段階に合った保健指導の内容を考え、視覚支援教材を作成したことで、指導後、幼児からは「ガラガラうがいできるようになったよ」「和式トイレでやってみる！」「今日のあーくん（暑さ指数）は何色ですか？」「きれいに歯磨いたよ」「緑の野菜も食べたよ」「咳が出るからマスクしてきたよ」「グー・ピタ・ピン！どう？かっこいい姿勢かな？」と伝える姿が見られ、幼児自身が自ら進んで行動しようとする意欲や興味をもつことができた。
　・今年度も近隣の小中学校の栄養教諭が４歳児・５歳児向けに食育指導をしたり、保護者講話をしたりすることで食への意欲が高まった。
・保健指導の内容をほけんだよりやホームページに掲載したり、画用紙１枚分のドキュメントを作成し保護者啓発をしたりしたことで、「外出先で自分から和式トイレを使うようになりました」「あーくん（暑さ指数）を気にしながら遊ぶようになりました」と保護者からも指導後の幼児の変化を知ることができた。また、学期に１回パワーポイントを使用して保護者講話をしたり、保健指導で実施した手洗い実験を実際に保護者に見てもらったりして保護者啓発を丁寧に行ったことにより、指導内容や幼児の姿をより具体的に伝えることができた。



	次年度への改善点

	 eq \o\ac(○,1)・自主的に参加する研修会に積極的に参加することができるよう、研修会の案内を回覧する際に声をかけ、参加後には学んだことを互いに知らせ合って資質向上を図る。
　・近隣校園所との連携を図り、互いに行き来しながら交流を進める。小学校の月中行事予定表を参考にし、研究授業に参加する機会をもつ。
　・今後も幼児の実態に合わせ、興味・関心に沿った教材研究を行い、教員の保育力を高め、保育に生かしていく。
②・時期によっては様々な生き物との出会いが限られてしまうこともあるので、自然現象なども少し広く捉えて指標を立てていけるようにする。
　・保育内容を季節や幼児の実態に合わせながら継続してふれあい活動を進めていく。

③・指導前と指導後の子どもたちの様子を幼稚園全体で把握し、子どもたちが関心をもって続けられる声掛けができるようにする。
　・幼児の実態に合わせながら保健指導ができるよう、教職員で指導内容を共通理解する。
　・幼児自身が心身の健康に興味・関心がもてるよう、工夫した保健指導をする。


大阪市立榎本幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【学びを支える教育環境の充実】
学校の年度目標
〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、入園・進級当初より絵本や物語に親しみの気持ちをもっていますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（カリキュラム改革関連）
〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、ホームページや保育ドキュメント・配布物などを通して、教育内容や取組を分かりやすく発信していますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
	Ａ



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向８　生涯学習の支援】
　幼児が絵本やお話に興味・関心をもてるような環境や取組を工夫する。
	Ａ

	指標
・年３回以上、幼児が絵本やお話に興味・関心をもつことができるよう、環境を整える。
・年３回以上、保護者も絵本やお話に興味・関心をもつことができるよう、取組を工夫する。
・年３回以上、関係機関と連携したり外部機関を活用したりして、絵本に親しむ
機会を設ける。

	

	取組内容②【基本的な方向９　家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】
地域に開かれた幼稚園として、教育内容や取組・幼児の育ちなどを、広く発信し、保護者や地域と連携・協働していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	Ａ

	指標
・週１回以上、幼稚園の教育活動をホームページに更新する。
・年１０回以上、就学前教育カリキュラムを取り入れた教育内容を保護者に伝え
　る機会をもつ。
・年１０回以上、地域や区役所等の関係機関と連携を図り、幼児の多様な体験につなげる。

	

	　　　　年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	【年度目標について】

２月保護者アンケート調査で、「お子さまは、入園・進級当初より絵本や物語に親しみの気持ちをもっていますか」の項目に肯定的な回答をした保護者の割合は、９７％であった。
【取組内容について】
①・年に3回以上絵本室の環境を整えた。１学期は、週末の絵本貸し出しの際に、2学期は、絵本貸し出しの前後に、３学期は、気付いた時に絵本室の整理を行った。幼児と一緒に整頓していくことで、倒れた絵本を元に戻したり、「これ反対向きだよ」と気付いたりするようになり、日頃から絵本を大事に利用する姿が見られるようになった。また、季節のおすすめの絵本を選定し棚の上に置くことや、各クラスにおいても牛乳パックなどを使って、幼児が手に取りやすいよう置き方を工夫したり、季節にあった絵本を入れ替えたりすることで、進んでその時期にあった絵本に手を伸ばし、楽しむことができた。新しい絵本を購入した時は子どもたちに紹介し、絵本の写真を掲示したり、ホームページにあげたりしたことで、「○○が読みたい」といろいろな絵本に興味をもつきっかけとなった。
・年に３回以上保護者に参加してもらう取り組みを実施した。５月に「小さなおはなしの会」を実施した。今年度は多くの保護者に参加していただけるように手紙を配布するだけでなく、昨年度に幼児が喜んでいた姿や自分の親に読んで欲しいと思っていることなどのエピソードを交えながら個別に声かけもしたことで、やってみようかなと、前向きに考え、多くの保護者に参加していただけた。保護者が選んだ本を各クラスで幼児に読み聞かせることで、より絵本に興味をもつきっかけとなり、自ら進んで絵本室に行き「これ前に読んでもらった絵本だ」と親しみをもって利用する姿がみられた。１２月に親子でふれ合って読める「おはなしタイム」を実施した。アンケートに「ゆっくり読む時間が楽しかった」など保護者からの感想を聞くことができ、それを園長室だよりで保護者に啓発した。２学期の終業式では、冬休みに親子で読んでもらいたいおすすめ絵本を教員一人一人が紹介した。幼児が「先生のおすすめしていた絵本を読んでみたい」と言って探すなど、新しい絵本に触れる機会になった。２月末までに保護者が子どもに読みたい本を選ぶ、保護者による絵本貸し出しを予定している。他にも週一回の絵本貸し出しでは、絵本カードに保護者がコメントを書き、保護者自身が子どもの好きな絵本を改めて知るきっかけとなった。４歳児は字が読めるようになり、隣に絵本室があることで遊びの中で読み合っていた。５歳児は、自分で字を読む子どもが増え、絵本を通して親子のコミュニケーションをとる時間となっていないと感じ、絵本貸し出しでは、親子で読み、一緒に楽しみふれ合える機会にしてほしいと呼びかけた。遊びの中では、自分たちで絵本づくりをし幼児同士で読み合い、楽しんでいた。４歳児、５歳児共に絵本に親しみをもち楽しんでいることが分かった。
・年に８回関係機関との連携を実施した。５月に中央図書館の絵本の配本をしてもらい各クラスに置き、手に取りやすいようにしたことで、幼稚園にはない絵本を手に取り親しむことができた。６月と２月に「お話の会鶴見」の方に来てもらい、学年毎に大型絵本やパネルシアターなど、いつもとは違う雰囲気でお話を楽しむことができた。2学期には、汎愛高校の図書室を利用させてもらったり、汎愛高校の図書部の生徒が幼稚園に来て絵本の読み聞かせをしたりした。一生懸命に選んで読んでくれた絵本に興味をもち熱心に聞く姿が見られ、色々な本に触れる機会となった。また、２月末までに教員が鶴見図書館での研修、鶴見区民センターで絵本の選び方の研修、絵本の読み聞かせの研修に参加した。そこで、絵本環境について地域の学校などと交流し情報交換し、年齢が上がるごとに本への関心が減ることを知り、幼児期からたくさん絵本と出会い親しめる環境や工夫をしていくことの大事さや、子どもの実態にあった読み聞かせ方や絵本の選び方について学ぶ機会となった。
【年度目標について】

２月保護者アンケート調査で、「幼稚園は、ホームページや保育ドキュメント・配布物などを通して、教育内容や取組を分かりやすく発信していますか」の項目に肯定的な回答をした保護者の割合は、１００％であった。
【取組内容について】

②・週１回以上、ホームページを更新できた。園での様子を保護者に伝えると「ホームページを見たので、よくわかります」と言っていただいたり、「ホームページを見ました」という入園問い合わせがあったりすることから、多くの方に広く発信するという利点を生かし、効果的に発信できていると感じる。また、教職員が交代でホームページをアップするようにしたことから、教育内容や取組を分かりやすく伝えることや幼児の育ちを見極める視点をもつことにもつながり、園の教育内容を広く発信しようとする教職員の意識が高まった。
　・年１０回以上、園の教育内容を保護者に伝える機会をもった。３月にも実施予定である。５月から月に１回、保育室帰りの日を設定し、前月の教育内容や幼児の育ちを保護者に伝え、共有した。就学前教育カリキュラムに基づき、知・徳・体の側面から捉えて、遊びの中にある学びを保護者に分かりやすく伝えることができるよう、ドキュメントで写真を用いるなどした。７月の保育室帰りでは、今、楽しんでいる活動を少し見てもらい、その姿から成長を感じてもらうことができた。１、２学期終業式には、保護者に就学前教育カリキュラム概要版パンプレットを配布したり、パワーポイントを活用し園生活の中で育つ幼児の姿を通して、園の教育内容を伝えることができた。１０月の保育室帰りでは、運動会に向けての取組を幼児の姿から具体的に伝え、日々の保育の積み重ねや過程を大切にしていることを知らせ、理解を得た。運動会後の保護者アンケートでは保育室帰りの日だけでなく、普段の降園連絡からも「子どもたちの発言や園生活で興味をもったことを大事にしてもらっている」との感想をいただいた。１１月には子ども展覧会に向けての取組をドキュメントにして掲示した。絵や作品に込められた幼児の思いや製作の過程に学びがあったことを伝えることができた。また当日は多くの地域の方に鑑賞していただき、園の教育内容や取組・幼児の育ちを知っていただいた。
　・年１０回以上、地域や区役所等と連携し、幼児の多様な体験につながる活動ができた。５月の消防署見学（５歳児）では、地域を守っている消防自動車や救急車に関心をもち、じっくり見たり、消防士さんに積極的に質問したりする姿が見られた。園に戻ってからも絵本を見たり、話をしたりして、見たことや感じたことを詳しく絵に表現しようとしていた。６月の交通安全指導では、毎月実施している「歩こうデー」に、区の方をお呼びし、「歩こうデー」年間計画にあるその月のねらいを伝えるなど、事前打ち合わせをして実施した。園付近の危険箇所の写真を用いて話をしてくださり、参加した幼児だけでなく保護者にも安全な行動が分かった。鶴見区のマスコットキャラクターと「ストップ体操」を踊ったことも、幼児の安全・安心のために地域と協働していることを保護者にも知ってもらうことにつながった。６月の老人会とのふれあい（５歳児）では、園で歌っている歌を聴いていただいたり、一緒にふれあい遊びをしたりすることで、優しく受け入れてもらえる心地よさを感じることができた。７月には、消防署のおもちゃ花火講習、警察署の防犯指導、区の４歳児訪問事業、元保護者によるコーラスを体験できた。おもちゃ花火講習では５歳児は実際に花火を持たせてもらい、安全な扱い方を知ることができた。４歳児はその様子を見て、「きれい」だけでなく「火が出てて、ちょっと怖い」と感じていた。１学期終業式で元保護者によるコーラスの歌声を聴いた時には、真剣な表情で聴き入る姿が見られた。また、区の種花事業に参加したり、近隣の幼稚園から分けてもらった稲の栽培をしたりするなどして、園内にはない草花や苗にも触れることができた。生長に関心をもって見たり、図鑑で調べたりする姿が見られた。９月には、昨年に引き続き鶴見区民まつりのパレードに出演させていただき、地域の方たちに大事にされ、守られていることを感じながら、笑顔で活動することができた。１１月には、歴代ＰＴＡ会長でもある地域の畳屋さんを講師としてお迎えし、畳文化の始まりについての話を聞いたり、い草から畳をつくる過程を見せてもらったりした。い草の匂いに気付いたり、畳を縫う針の大きさに驚いたりする姿が見られた。年間を通して、地域や区役所等の関係機関と連携を図り、幼児が多様な体験を多く積むことができた。

	　　　　次年度への改善点

	①・絵本室の整理を継続し更に改善していく。また、古く傷みが多い絵本を修理したり新たに絵本を定期的に購入したりするなど改善していく。
　・引き続き保護者に参加してもらい、更に関心をもてるような取り組みを新たに考えていく。また、保護者への啓発の仕方や時期を工夫していく。
　・今後も関係機関と連携し、より絵本へ親しみがもてるようにする。

②・各教職員が定期的にホームページの更新をしていけるよう、数値目標を立てて実施できるようにする。
　・保育ドキュメントをより分かりやすいものにするなど、保護者への伝え方を工夫する。
・地域や区役所等の関係機関と連携してきた強みを生かし、今後も幼児の多様な体験につながる活動を保育に取り入れていく。


現状と課題


〇明るく活発で素直な子どもが多い。コロナ禍の影響を受け、同年代の友達と関わる経験が少なく、初めてのことや難しいと思えることに対しては消極的な姿が見られる。


幼稚園の自然環境や特色を活かした心弾ませる経験を自分なりに表現したり、友達と協同する活動の中で人と関わったりして、小学校以降の学びに繋がる力が育まれるように援助していきたい。また、そのための教員の資質向上に努める。


〇自分の心身を大切にする気持ちがもてるよう、園児の実態に合わせて規則正しい生活習慣が身につくような保健指導を行い、幼児期から命の大切さに気付いて行動できるよう防災、安全教育について指導を重ね、家庭への啓発を行う。また絵本や物語に多く触れる経験を通して心豊かに育てていきたい。


〇区役所や地域・近隣校園所と連携し、地域の教育力が子どもたちに生かせるような取組を工夫し「地域に開かれた幼稚園」を目指していきたい。園の教育内容や取組についてホームページ等を活用して園外に広く発信していく。





中期目標


【安全・安心な教育の推進】


〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、防災・安全教育に積極的に取り組んでいると思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。





【未来を切り拓く学力・体力の向上】


〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活で身近な環境に関わって心を動かし、主体的に生活を楽しんでいると思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。


〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、園生活や保健指導を通して、基本的な生活習慣が身に付いてきたと思いますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。





【学びを支える教育環境の充実】


〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、入園・進級当初より絵本や物語に親しみの気持ちをもっていますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。


〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、ホームページや保育ドキュメント・配布物などを通して、教育内容や取組を分かりやすく発信していますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。








【安全・安心な教育の推進】


学校園の年度目標
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【学びを支える教育環境の充実】


学校園の年度目標


〇保護者アンケート調査で、「お子さまは、入園・進級当初より絵本や物語に親しみの気持ちをもっていますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。


〇保護者アンケート調査で、「幼稚園は、ホームページや保育ドキュメント・配布物などを通して、教育内容や取組を分かりやすく発信していますか」の項目に肯定的な回答を９０％以上にする。



































【年度目標について】


保護者アンケート調査で、ほぼ全ての項目において、肯定的な回答が１００％となり、


目標値を大きく上回った。


【取組内容について】


　本年度の幼稚園運営の全体を通して、次の成果が見られた。


　「安全・安心な教育の推進」においては、年間計画を見直したり、新たに作成したりすることで、計画的に実施できた。避難訓練や交通安全指導において、教職員一人一人の参画意識が高まった。幼児の防災・安全教育について、今後も園全体で取り組んでいく必要がある。


　「未来を切り拓く学力・体力の向上」においては、自然環境に恵まれた立地を生かして、幼児が心を動かし、主体的に生活を楽しむことができるよう、飼育や栽培の環境をより充実したものにできた。また、教員が資質向上のために、園内研修だけでなく、外部の研修に積極的に参加するなど、向上心をもった。保健指導では、毎月の指導に加えて、掲示物や保護者啓発に力を入れ取り組むことができた。


　「学びを支える教育環境の充実」においては、今年度も新たに絵本を購入し、絵本室の環境を整え、より絵本や物語に親しみをもてるように取り組んだ。また、教育内容や取組を分かりやすく発信する方法として、地域との連携に積極的に取り組み、地域の方に園に来ていただく機会を例年以上に多くつくることができた。徒歩圏内にある小・中学校、保育園や高校との交流をして、幼児がいろいろな人に関わることができた。















































評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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